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PROJECT CLIP

"CLIPジェクト"（CLIP）は、現代社会が直⾯する環境問題への対応を核に据えながら、

アイドル⽂化やアニメといった多くの⼈々に愛される要素を融合させた、⾰新的な次世

代型の仮想通貨プロジェクトです。

このプロジェクトは、ブロックチェーン技術の透明性と信頼性を最⼤限に活⽤すること

で、環境保護活動への参加をより⾝近で効果的なものにし、さらにアイドル・アニメの

ファンとクリエイターが直接つながり、相互に⽀援し合える新しい形のプラットフォー

ムを構築することを⽬指しています。

CLIPは、単なる仮想通貨の枠を超え、⽂化やエンターテインメントの新たな可能性を切

り拓きながら、持続可能な未来の実現に貢献することを⽬的としています。そのため、

⼀⾒交わることのなように⾒える環境活動に対する⽀援や貢献が、アイドルやアニメの

ファン活動と⾃然にリンクするよう設計されており、ユーザーが楽しみながらエコ活動

に関与できる仕組みを提供します。たとえば、ファンが推しのアイドルやアニメ作品を

CLIPを通じて応援することが、同時にエコ活動・環境保護活動につながるような、イン

センティブを持ったエコシステムを形成します。

また、CLIPはデジタル世界と現実世界をシームレスに結びつけ、誰もが簡単に参加でき

る形で社会全体にポジティブな影響をもたらすことを⽬標としています。ブロックチェ

ーン技術による取引の透明性と改ざん不可能な記録システムを活⽤することで、⽀援活

動の信頼性を確保し、ユーザーが⾃⾝の貢献をリアルタイムで確認できる仕組みを実現

します。さらに、コミュニティ内では、アニメのクリエイターやアイドル、環境活動家な

どが協⼒し合い、CLIPの価値を⾼めながら、持続可能なエコシステムを築いていくこと

を⽬指します。

このように、CLIPは⾰新的なテクノロジーとエンターテイメント、そして環境保護を掛

け合わせることで、従来にはなかった新しい価値観を創出し、未来志向の活気あるコミ

ュニティを育成していきます。

サステナブルな世界の構築へ
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イントロダクション

CLIPのビジョン

私たちのビジョンは、環境保護、アニメ・アイドル⽂化の発展、そしてコミュニティの

活性化を柱とした未来を創造することです。CLIPは、環境意識の向上とそれに基づく具

体的な⾏動を促すだけでなく、アイドルやアニメ⽂化に情熱を持つ⼈々が互いに刺激し

合いながら成⻑できる場を提供します。このプラットフォームでは、デジタル空間と現

実空間の垣根を越え、コミュニティのメンバーがトークンを通じて意⾒を共有し、協⼒

し合い、社会的に意義のあるプロジェクトを実現します。また、エコフレンドリーな取

り組みとエンターテインメントを結びつけることで、持続可能な未来と楽しい⽂化体験

の両⽅を提供することを⽬指します。CLIPのコミュニティは、すべての参加者が主体的

に関わることで、新たな可能性を切り開き、誰もが幸せを感じられるエコシステムを構

築していきます。

アイドル/アニメとエコ活動との融合

CLIPのプラットフォームは、ユニークで多岐にわたる機能を備えています。まず、エ

コ・イニシアチブとして、すべての取引において⼀部の収益が環境プロジェクトに直接

割り当てられる仕組みを構築しています。この取り組みにより、植林活動や海洋清掃、

再⽣可能エネルギーの開発といった地球規模の課題解決に向けた具体的な貢献が可能と

なります。また、これらのプロジェクトへの資⾦配分は、コミュニティメンバーによる

投票を通じて決定され、全体の意思決定プロセスに透明性を持たせています。

さらに、アイドルやクリエイターの⽀援にも⼒を⼊れています。プラットフォームは、ア

ニメクリエイターやアイドルグループが⾃⾝のコンテンツを収益化し、ファンとより深く

交流できる場を提供します。これにより、ファンはお気に⼊りのクリエイターをCLIPの

プラットフォームを通じて直接⽀援し、限定コンテンツやバーチャルイベント、さらに

は特別なグッズなどの形で報酬を得ることができます。

また、エンターテインメントの分野では、アニメやアイドル⽂化をテーマとしたゲーミ

フィケーション体験を提供しています。この機能は、アニメNFTの収集や販売、ユニー

クなクエスト、リーダーボードによる競争など、ユーザーの興味を引きつけ、楽しい体

験を提供する要素で構成されています。さらに、ユーザーが環境保護活動やクリエイタ

ー⽀援に参加することで報酬を得られる仕組みを導⼊し、社会に貢献しながら楽しむこ

とができるエコシステムを実現しています。
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最後に、プラットフォームのガバナンスは完全に分散化されており、トークン保有者が

プラットフォームの更新や重要なイニシアチブについて提案および投票できるシステム

を導⼊しています。スマートコントラクトを活⽤することで、すべての取引や意思決定

プロセスが透明で公平に⾏われることを保証します。このように、EIACは、環境、⽂

化、エンターテインメント、そしてテクノロジーを統合した⾰新的なプラットフォーム

です。

環境への貢献

CLIPを通じて⾏われるすべての取引が、現実世界の環境保護活動に直接的な影響を与え

ます。例えば、取引⼿数料の⼀部が植林活動や絶滅危惧種の保護、クリーンエネルギー

開発の⽀援に充てられることで、デジタル世界とリアルな環境改善がシームレスに結び

つきます。単なる投資や決済⼿段ではなく、あなたのアクションが地球の未来を守るた

めの⼀助となる仕組みが組み込まれています。CLIPを使うことで、エコロジカルな未来

への貢献を実感しながら、環境意識の⾼いコミュニティの⼀員として⾏動することがで

きます。

アニメ/アイドル

CLIPは、アニメやアイドル⽂化と密接に結びついた仮想通貨として、単なる経済的な価

値だけでなく、⽂化的なつながりを強く意識したエコシステムを提供します。お気に⼊

りのアイドルを応援したり、アニメクリエイターを⽀援したりすることで、彼らの活動

を持続的にサポートできます。また、NFTやデジタルアートを通じて、限定コンテンツ

や特別な体験を得ることも可能です。CLIPは、ファンとクリエイターの間に新しい形の

相互⽀援の場を提供し、⽂化を育みながら楽しむことを可能にします。

⾰新的なエコシステム

ブロックチェーン技術を活⽤したCLIPのエコシステムは、エンターテインメント、参加

型経済、持続可能性を⾼度に融合させた新しい形のプラットフォームです。取引の透明

性が保証されるだけでなく、投票や投げ銭、⽀援活動などを通じて、ユーザー⼀⼈ひと

りがプロジェクトの成⻑に関与できます。また、スマートコントラクトを活⽤すること

で、クリエイターや環境団体への⽀援が確実に届く仕組みが整えられています。従来の

⾦融システムでは実現できなかった、新しい形の価値の流通を体験できるのがCLIPの⼤

きな魅⼒です。

なぜCLIPを選ぶのか？
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未来を共に築くコミュニティ

CLIPは、創造性、持続可能性、そして共有体験を⼤切にするコミュニティを育成しなが

ら、デジタル通貨の新しい可能性を切り拓きます。単なる決済⼿段ではなく、共通の価

値観を持つ⼈々が集まり、協⼒し合うことで、エンターテインメントと環境保護が両⽴

する未来を実現することを⽬指します。アニメやアイドル⽂化のユニークな魅⼒を称え

ながら、世界中のファンと共に、より明るく持続可能な未来を築いていきましょう。。
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ブロックチェーン市場の拡⼤

ブロックチェーン技術は進化を続け、この技術を活⽤したマーケットは急速に拡⼤して

い ます。今後も急速に拡⼤が予想され、2030年までには世界の国内総⽣産（GDP）を1

兆 7,600億⽶ドル、⽇本のGDPを720億ドル引き上げる可能性を秘めているとされていま

す。1 ブロックチェーンが世界経済に与える影響 出典：PwC 『Time for trust 信頼創造

の時』 , 2020 特に、フィンテック、医療、物流、製造業、エネルギーといった産業にお

いて、ブロック チェーン技術のメリットが認知され、実際の事業に取り⼊れられていま

す。⾦融におけるク ロスボーダー取引の効率化、医療データの管理・共有、サプライチ

ェーンの透明性確保な ど、各分野での導⼊例が報告されています。
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NFT市場の発展

NFT市場の拡⼤ 

2021年頃から、NFT（⾮代替性トークン）とDeFi（分散型⾦融）の注⽬が⾼くなってい

ま す。NFT市場は、2021年1⽉と12⽉を⽐較した場合、⽉間取引⾼が+5,438％増加しま

し 1 PwC 『Time for trust 信頼創造の時』 , 2020 | 6 Condential た。2021年のNFTマ

ーケットプレイスのトップ10プラットフォームの合計年間取引⾼は 2,390億⽶ドルに達

しました2。 その65％以上はEthereumメインネット上で⾏われました。

NFTは当初、アートやゲームの分野で特に注⽬されましたが、現在では、会員証や⾝分

証といった証明書や、チケットとしての利⽤など、その特性を⽣かした新たなユースケ

ース が増えてきており、今後の更なる発展が望めます。
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DeFiの登場

DeFiの登場

DeFi（Decentralized Finance：分散⾦融取引）の登場で、ブロックチェーン上においた

プ ログラムを利⽤してNFTや⾦融商品を取引することで、今までのように誰かが仲介す

ること なく、プログラマブルに⾦融取引ができることができるようになりました。 市場

への資⾦供給量を⽰すTVL（Total Value Locked）は、2021年1⽉の158億ドルから 2021

年12⽉の1,692億ドルへと約1,070％増加し、Ethereumはその50％を超える割合を 占め

ています。

今後このDeFiの世界は、証券市場、不動産市場などを含む⾦融業界すべてを飲み込 み、

今までとは異なる全く新しい⾦融の世界を⽣み出すと考えられています。 Japan Open

Chainは、法的な安定性が⾼い⽇本企業によって運営されているため、DeFiの分野 でも

⾮常に利⽤し易いブロックチェーンとなっております。
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プロジェクト背景

CLIPの誕⽣には、現代社会が抱えるいくつかの課題が影響しています。まず、気候変動

や環境破壊といった地球規模の問題は、私たち全員にとって喫緊の課題です。こうした

問題に対処するためには、個⼈や企業、政府が協⼒して持続可能な解決策を模索し、実

⾏する必要があります。しかし、これらの取り組みには多くの場合、資⾦や参加意識の

不⾜が障壁となっています。

同時に、アニメやアイドル⽂化は、世界中で多くの⼈々に愛され、⽀持されています

が、そのクリエイターやアーティストが安定した収益を得るのは容易ではありません。

多くの才能あるクリエイターやアーティストが、適切なサポートを受けられずにその可能

性を⼗分に発揮できていないのが現状です。これらの⽂化産業が持つエネルギーを持続

的に発展させるためには、新しい⽀援の仕組みが求められています。

さらに、テクノロジーの進化に伴い、ブロックチェーン技術はこれらの課題に対処する

強⼒なツールとなる可能性を秘めています。透明性、分散性、トランザクションの効率

性を活かすことで、環境保護活動や⽂化⽀援をより効果的に推進できるプラットフォー

ムを構築することが可能になります。

CLIPは、これらの課題に対する包括的な解決策を提供することを⽬指し、環境保護と⽂

化⽀援を統合した新しい仮想通貨エコシステムを構築しました。これにより、環境問題

に対処する⼀⽅で、アニメやアイドル⽂化を楽しみながら⽀援するという、独⾃の価値

を提供します。

プロジェクトの背景
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アイドル

CLIPは、アイドル⽂化の発展と⽀援に積極的に貢献 し、新たなエンターテインメントの

可能性を広げることを⽬指しています。アイドルは、⾳楽やパフォーマンスを通じて多く

の⼈々に夢や希望を届ける存在ですが、その裏側では、デビューまでの⻑い育成期間や

資⾦不⾜、ファンとの接点の確保など、さまざまな課題が存在します。CLIPは、こうし

た課題を解決するために、アイドルプロジェクトへの投資やイベント協賛を⾏い、才能

あるアーティストがその能⼒を最⼤限に発揮できる環境を整備する ことに取り組んでい

ます。

具体的には、アイドルの育成・デビュー⽀援 のための資⾦提供をはじめ、新しいファン

参加型のシステム を構築することで、アイドル活動をより持続可能なものにすることを

⽬指します。従来のアイドル業界では、事務所主導でメンバー選抜や楽曲制作が⾏われ

るケースが多いですが、CLIPはブロックチェーン技術を活⽤し、ファンがアイドルの成

⻑プロセスに直接関与できる仕組み を導⼊します。これにより、ファンが推しのアイド

ルを⽀援しながら、プロジェクト全体を⼀緒に盛り上げていくことが可能になります。

CLIPは、次世代アイドルグループの形成や育成を⽀援するための投資 を⾏い、才能ある

アーティストが適切なトレーニングやプロモーションを受けられる環境を提供します。

例えば、

• ボーカルやダンスレッスン、パフォーマンス指導のための資⾦提供
• デビュー前のアイドルがファンと交流しながら成⻑できるプラットフォームの整備
• アイドルの活動に関する意思決定にファンが参加できる投票システムの導⼊
といった仕組みを整え、アイドルとファンが⼀緒にプロジェクトを創り上げる新しい

形のエンターテインメントを実現します。

このように、アイドルがデビュー前からファンと共に歩める環境を構築する ことで、デ

ビュー後の活動もスムーズに進めることができ、より強固なファンコミュニティの形成

が期待されます。

アイドルプロジェクトおよびイベント協賛におけるCLIPの貢献

アイドルプロジェクトへの投資と育成⽀援
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また本プロジェクトは国⺠的アイドルグループ、また韓国の⼤⼿事務所との連携もすでに

⾏なっており、当プロジェクトへの協賛や合同プロジェクト、イベント開催も予定して

おります。

CLIPは、アイドルグループや個々のクリエイターが実施するライブパフォーマンス、オ

ンラインイベント、ファンミーティングなどの企画・運営をサポート し、アーティスト

とファンの交流機会を増やすことにも⼒を⼊れています。

• リアルおよびバーチャルライブの⽀援
CLIPは、物理的な会場でのライブイベントだけでなく、VRやメタバースを活⽤した

オンラインライブの開催 も⽀援します。これにより、世界中のファンが物理的な距

離に関係なくアイドルのパフォーマンスを楽しむことが可能になります。さらに、特

定の条件を満たしたファンには、特別なデジタルチケットやNFTグッズが提供される

ことで、ファンのエンゲージメントをさらに⾼めることができます。

• ファンミーティングの強化
アイドルとファンが直接コミュニケーションを取る機会を増やすために、リアルイベ

ントの開催⽀援や、ファン参加型のオンラインミートアップの提供 を⾏います。

CLIPプラットフォーム上でトークイベントを開催し、ファンが質問をしたり、推し

メンバーと個別に交流できる仕組みを整えることで、より深いファン体験を提供しま

す。

• NFT・デジタルグッズの販売と活⽤

イベントでは、限定のNFTやデジタルアート、バーチャルアイテムを発⾏し、ファン

がコレクションできる仕組みを提供します。例えば、ライブパフォーマンスの特定シ

ーンを切り取ったデジタルカードや、限定のバーチャル⾐装など をファンが購⼊で

きるようにすることで、アイドルの収益化を⽀援しつつ、ファンの満⾜度を⾼めるこ

とができます。

CLIPは、イベントへの協賛を通じて、ファンが直接アイドルを⽀援できる機会を創出 し

ます。従来のアイドル業界では、ファンの応援はCDやグッズの購⼊、ライブチケットの

購⼊といった形が主流でしたが、CLIPではより多様な形での⽀援が可能 になります。

ライブパフォーマンス・オンラインイベント・ファンミーティングのサ

ポート

イベント協賛を通じたファンとアイドルの直接的な⽀援の機会創出
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• ファンが推しメンバーを⽀援する投げ銭機能
CLIPプラットフォームでは、アイドルの活動に対してファンが直接投げ銭を⾏える仕

組み を導⼊します。これにより、ファンが応援したいアイドルの成⻑を資⾦⾯で⽀

援し、アイドル⾃⾝もファンのサポートを実感しながら活動を続けられる環境を実現

します。

• ライブやイベントへのクラウドファンディング⽀援
ファンが資⾦を出し合い、新しい楽曲の制作やライブ開催をサポートできるクラウ

ドファンディング機能 も提供します。これにより、ファンが「応援したい」という

気持ちをより具体的な形にすることができ、アイドルも活動の幅を広げることが可

能になります。

• 特典付きトークンエコノミーの構築
CLIPは、アイドル活動の⽀援と連携したトークンを活⽤したエコシステム を提供

し、トークンを保有しているファンには特別なイベント参加権や、限定コンテンツの

提供を⾏います。たとえば、トークンを⼀定量保有することで、バックステージへの

アクセス権や、アイドルとの特別な交流イベントに参加できる権利が与えられるな

ど、新しい形のファンサービスを提供します。

CLIPは、こうした取り組みを通じて、アイドル業界における新たな価値創造を推進 し、

ファンとアイドルがより密接に関わることができる環境を構築します。従来の⼀⽅通⾏

の⽀援モデルではなく、ファンが積極的にアイドルの成⻑に関与し、⼀緒にプロジェク

トを作り上げていく新しいスタイル を確⽴することで、アイドル⽂化の持続的な発展を

⽀援します。

CLIPは、エンターテインメントとブロックチェーン技術を融合させることで、ファンと

アイドル、そして業界全体に新たな経済圏と⽂化的エコシステムを提供 します。これに

より、より多くの才能が花開き、持続可能なアイドル活動の実現に寄与していきます。

CLIPが提供する新たなエンターテインメントの価値
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CLIPは、⽇韓を代表する⼤⼿アイドル事務所およびプロダクションと緊密なパートナー

シップを築き、アイドル業界の発展と持続可能な成⻑をサポートする ことに尽⼒してい

ます。アイドル⽂化は、⾳楽・ファッション・アート・ライフスタイルなど、多岐にわ

たる要素を含む重要な産業ですが、その成功の裏には、アーティストやクリエイターの

絶え間ない努⼒と、多くの⼈的・経済的な⽀援が不可⽋です。そこでCLIPは、業界トッ

プの才能あるアーティストやクリエイターと直接協⼒し、彼らが最⼤限の可能性を発揮

できる環境を提供することで、アイドル業界の発展を後押し しています。

この戦略的な連携により、新しいアイドルグループの育成やデビュー⽀援、楽曲制作、

プロモーション活動、ライブイベントの運営 など、アーティストが円滑に活動できるた

めの基盤を強化し、個々の才能が存分に発揮されるような環境を整備しています。ま

た、アイドルを⽬指す若い才能がデビューまでの道のりを確実に歩めるよう、トレーニ

ングや資⾦提供の⾯からも包括的に⽀援 することで、より多くの才能あるアーティスト

がステージに⽴つ機会を増やしています。

CLIPは、アイドルとファンの交流を促進するために、ライブパフォーマンス、オンライ

ンイベント、ファンミーティングなどの企画や運営を積極的に⽀援 しています。これに

アイドルプロジェクトおよびイベント協賛：CLIPが創る新たなエンター
テインメントの未来

アイドルとファンの交流機会の拡⼤：ライブ、オンラインイベント、フ

ァンミーティングへの協賛
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より、ファンがより⾝近にアイドルを感じ、推しを応援できる環境を提供するととも

に、アーティストの活動の持続性を⾼めています。

• リアルライブおよびバーチャルコンサートのサポート
CLIPは、コンサートやライブイベントの開催⽀援を⾏い、ファンがアイドルのパフ

ォーマンスを直接楽しむ機会を提供しています。特に、⼤規模なライブ会場だけでな

く、ファンの⾝近な場所でのミニライブやサイン会、インタラクティブなトークシ

ョー などもサポートすることで、ファンとの距離を縮める活動を促進しています。

さらに、VRやメタバース技術を活⽤したバーチャルコンサート への協賛も進めてお

り、地理的な制約を超えて、世界中のファンがリアルタイムでアイドルのパフォーマ

ンスを楽しめる環境 を構築しています。

• ファンミーティングや特典付きイベントの拡充
CLIPの⽀援により、アイドルとファンが直接コミュニケーションを取る場を増や

し、特典付きイベントや限定コンテンツの提供 を可能にします。たとえば、メンバ

ーとの個別ビデオ通話、サイン⼊りデジタルアイテムの提供、限定グッズの購⼊権利

など、ファンが特別な体験を得られるような取り組みを展開しています。

• 投票システムによるファンの参加型企画の導⼊
CLIPは、アイドルとファンが双⽅向でつながるための投票システムを導⼊し、ファ

ンが楽曲の選定、⾐装デザイン、MVのコンセプトなどに関与できる 仕組みを構築し

ています。これにより、ファンはアイドルの活動に対してより積極的に関与し、推し

の成⻑に直接貢献することが可能になります。

CLIPのプラットフォームでは、ファンがアイドルプロジェクトに直接投資できる新しい

エコシステム を提供しています。従来のアイドル業界では、CDやグッズの購⼊、ライブ

チケットの購⼊といった間接的な⽀援が主流でしたが、CLIPはブロックチェーン技術を

活⽤し、ファンがより直接的にアイドルを⽀援できる仕組み を構築しています。

• NFTを活⽤したデジタル資産の提供

CLIPは、アイドルのライブ写真や限定映像、未公開オフショットなどをNFTとして

発⾏し、ファンがそれらを収集・取引できる新しい体験を提供 します。これによ

り、ファンはお気に⼊りのアイドルの特別な瞬間をデジタル資産として所有すること

ができ、推しの活動をより深く楽しむことが可能になります。

• ファンがアイドルを直接⽀援できるトークンエコノミーの構築
CLIPでは、ファンが特定のアイドルに投資できるトークンシステム を導⼊し、アイ

ドル活動の資⾦調達を分散化する取り組みを進めています。ファンが⽀援したアイド

アイドルプロジェクトへの直接投資と新しいファン⽀援の形
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ルのプロジェクトが成功した場合、リワードとして特別なイベント招待や限定コンテ

ンツの提供 が⾏われるなど、Win-Winの関係を築くことができる新しいファン⽀援

の形 を提案しています。

• クラウドファンディングを活⽤した楽曲・MV制作の⽀援
ファンが資⾦を出し合い、新曲の制作やミュージックビデオの撮影、ライブイベント

の開催 を⽀援できるクラウドファンディング機能を提供します。これにより、アイ

ドルが⾃らの活動をファンとともに企画・実⾏することが可能となり、従来の芸能

事務所主導のモデルとは異なる、新しいアイドル⽀援のあり⽅ を実現します。

CLIPは、アイドル業界の発展を⽀えるために、技術⾰新とエンターテインメントの融合

を推進 し、ファンとアイドルの関係をより強固にしながら、新たなエコシステムを構築

しています。アイドルの育成からデビュー、活動⽀援、ファンとの交流強化まで、あら

ゆる側⾯で業界を⽀えることにより、より多くの才能あるアーティストが活躍できる環

境を整えています。

さらに、CLIPが提供するブロックチェーン技術を活⽤した新しいファン参加型のエンタ

ーテインメント は、アイドル業界の未来を⼤きく変える可能性を秘めています。ファン

が単なる「消費者」ではなく、アイドルの成⻑やプロジェクトに直接関与できる「共創

者」として関わる ことで、よりインタラクティブで充実した体験が⽣まれます。

CLIPはこれからも、エンターテインメントとテクノロジーを融合させ、アイドル業界に

新たな価値を提供 し続けます。ファンとアイドルが共に成⻑し、夢を実現できる世界を

築くために、持続可能なエンターテインメントエコシステムの発展に貢献していきま

す。

CLIPがもたらすアイドル業界の新たな未来
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アニメ

CLIPは、アニメ⽂化の発展と伝統技術の保存を⽬的として、アニメセル画のプラットフ

ォーム運営・⽀援を⾏うプロジェクト を展開します。セル画は、デジタル作画が主流と

なった現代において希少性が⾼まりつつある⼀⽅、アニメーションの歴史を象徴する重

要なアート作品として国内外で⾼い価値を持っています。しかしながら、セル画の管理

や販売、所有者とファンとの接点の確保には多くの課題が存在します。そこで、ブロッ

クチェーン技術を活⽤したセル画流通プラットフォームを構築し、クリエイターとファ

ンを直接つなぐ新たなエコシステムを提供 します。

本プラットフォームでは、アニメスタジオやコレクターが所有するセル画をデジタル化

し、NFT（Non-Fungible Token）として登録することで、安全かつ透明な取引を実現

します。この仕組みにより、セル画の真正性が保証され、従来の物理的なセル画流通に

おける課題を解決することができます。

なお、セル画の著作権はセル画の保有者が保持しており、プラットフォーム上での売買

や流通は⾃由に⾏うことが可能です。また当プロジェクトは有名アニメのセル画を⼤量

に保持しているクリエイターや事務所、具体的にはドラゴンボールやスタジオジブリ、

ルパン３世及びドラえもんをはじめとする藤⼦事務所とも提携しており、ローンチ後は

本プラットフォーム上で幅広く流通させる予定です。

主な機能と特徴

1. セル画の販売・オークション

• スタジオやコレクターが所有するセル画を、⼀般のファンが購⼊・⼊札できるマ
ーケットプレイスを提供。

• オークション形式や固定価格販売を採⽤し、希少価値の⾼いセル画の公正な取引
を促進。

• ブロックチェーン上に所有履歴を記録し、セル画の真正性を証明。
2. デジタル認証付きNFT化

アニメセル画プラットフォームの運営・⽀援について

1. アニメセル画プラットフォームの運営とその役割
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• 物理的なセル画と紐づいたNFTを発⾏し、所有権のデジタル証明として活⽤。
• NFTを持つことで、所有者限定のコンテンツや特典にアクセス可能。

• 物理セル画の盗難・偽造リスクを低減し、安全な流通を実現。
3. クリエイターへの還元

• 販売されたセル画の売上の⼀部を原画制作者やスタジオに還元。
• クリエイターが過去の作品から新たな収益を得ることができる仕組みを構築。
• ⼆次流通時にもロイヤリティが発⽣し、アニメ制作に関わるクリエイターの⻑期
的な⽀援が可能。

4. ファン参加型のアニメアーカイブ構築

• 所有者がセル画をデジタルアーカイブとして公開し、アニメ史の記録保存に貢
献。

• ⼀部のレアなセル画は、ミュージアムや展覧会で展⽰される機会も提供。
• コミュニティ主導で、アニメ⽂化の継承を⽀援。

CLIPは、ファンがセル画の取引だけでなく、作品制作やイベントに関与できる仕組み も

提供します。

ファンとアニメ業界をつなぐサービスモデル

• 推しアニメのセル画プロジェクトに投資
◦ アニメ制作過程で⽣まれるセル画を、ファンが先⾏購⼊できる制度を導⼊。
◦ ファンが資⾦を提供することで、スタジオは制作資⾦の⼀部を確保し、アニメ制
作を⽀援。

◦ 投資したファンには、特典として制作の裏側に関する限定コンテンツや特典グッ
ズを提供。

• ファン限定のセル画展⽰会・オフラインイベント
◦ 購⼊したセル画を持ち寄るイベントを開催し、コレクター同⼠の交流を促進。
◦ アニメの作画監督やアニメーターを招いたトークセッションを実施し、制作の舞
台裏を共有。

◦ 参加者には、NFTを活⽤したデジタル記念品や特別なコンテンツ を配布。

2. ファン参加型のサービスイメージ
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• セル画×メタバースの融合

◦ メタバース空間でセル画展覧会を開催し、世界中のファンがアクセス可能に。
◦ 保有者限定で、セル画の3D展⽰やバーチャルアニメ制作体験 などを提供。

◦ クリエイターとファンが直接対話できるメタバース・ギャラリー を設置。

CLIPは、このアニメセル画プラットフォームの構築・運営を全⾯的にサポート し、業界

全体の活性化を促進します。

1. アニメスタジオ・クリエイターへの資⾦提供

• 新規のアニメ制作プロジェクトを⽀援し、セル画を活⽤した資⾦調達のモデルを確
⽴。

• クリエイターに対して、NFTを活⽤した新しい収益化⼿段を提供。
• 独⽴系アニメーターや同⼈アニメ制作者にも参加の機会を拡⼤。

2. Clip Tokenを活⽤した決済システム

• Clip Tokenを使⽤してセル画の購⼊・取引を可能にし、グローバルな市場に対応。

• セル画所有者がClip Tokenをステーキングすることで、特典を受け取れる制度を導

⼊。

• トークンを活⽤した投票システムを設け、どのアニメ作品のセル画をNFT化するかを
決定。

3. 環境配慮型のセル画保存⽀援

• 気候変動による紙の劣化を防ぐため、保存技術の向上やデジタルアーカイブ化 を推

進。

• 物理的なセル画を適切に保管するための専⽤ストレージサービス を提供し、オーナ

ーが安全に資産を管理できる仕組みを構築。

3. CLIPによる⽀援の具体的な取り組み

4. アニメ⽂化の未来とセル画の持続的な価値創造
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本プラットフォームを通じて、アニメの歴史とアートとしての価値を次世代へ継承する

ことを⽬指します。現在、セル画はコレクター市場では⾼い⼈気を誇る⼀⽅で、市場の

流動性やクリエイターへの利益還元といった課題 が残されています。CLIPは、ブロック

チェーン技術を活⽤した透明性のある取引と、ファンとアニメ業界をつなぐ新しい仕組

み を導⼊することで、アニメ⽂化を⽀える持続可能な経済圏 を築きます。

この取り組みによって、セル画が単なる「過去の遺産」ではなく、未来のアニメ制作や

ファンの熱意を⽀える新しいプラットフォームの⼀部となることを⽬指しています。
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エコ分野におけるAI活⽤

CLIPでは、環境保護活動の効率化とそのインパクトの最⼤化を⽬指し、⼈⼯知能（AI）

技術の活⽤を積極的に推進 しています。AIは、⼤量のデータを⾼速に分析し、従来の⼿

法では発⾒できなかった環境問題の解決策を提⽰するなど、エコ分野において⾰新的な

役割を果たします。私たちは、AIの活⽤を通じて、より持続可能で効果的な環境保護活

動を実現し、地球の未来を守るための最先端技術を導⼊しています。

たとえば、以下のようなAI活⽤の取り組みを⾏っています。

AIを活⽤することで、気候変動や⽣態系の変化に関する膨⼤なデータをリアルタイムで

収集・分析し、最適な保全策を提案 することが可能になります。

• 植林活動の最適化： 衛星データやドローンを活⽤して、どの地域に植林するのが最

も効果的かを解析し、森林再⽣の成功率を⾼めます。

• 海洋清掃の効率向上： AIが海流やゴミの動きを予測し、最適な清掃ルートを決定す

ることで、より効果的な海洋保全活動を可能にします。

• 野⽣動物の保護： AIを活⽤した監視システムにより、絶滅危惧種の⽣息地をモニタ

リングし、違法な伐採や密猟を防⽌します。

このように、AIによるデータ分析は、環境保護活動の精度とスピードを向上させ、より

戦略的なアプローチを可能に します。

エコロジーを考慮したサプライチェーンの構築は、環境負荷を削減するために不可⽋ で

す。CLIPでは、AIを活⽤し、以下のような取り組みを⾏っています。

エコ分野におけるAI活⽤

CLIPにおけるAI技術の活⽤とエコ分野への貢献

1. 環境データの分析と最適化

2. 持続可能なサプライチェーンの構築
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• エネルギー消費の最適化： AIがエネルギー使⽤量のパターンを分析し、最適な使⽤

計画を提案することで、無駄な消費を削減。

• 資源の有効活⽤： ⽣産⼯程のデータを分析し、リサイクル可能な資源の最⼤活⽤や

廃棄物削減の戦略を策定。

• サプライチェーンの透明化： AIを⽤いて製品がどのようなルートをたどって消費者

に届くのかを可視化し、環境に優しい供給経路を推奨。

このように、AIの活⽤により、環境負荷を低減しながら持続可能なビジネスモデルを確

⽴することが可能になります。

環境保護活動をより効果的に進めるためには、事前に影響を予測し、最適な対策を講じ

ることが重要 です。AIモデルを活⽤し、次のようなシミュレーションを⾏います。

• 植林活動が⻑期的にどのような効果をもたらすかの予測。どの種類の⽊を植えるべ
きか、どの地域にどのくらいの⾯積の森林が必要かなどをAIが解析。

• 気候変動の影響予測。特定のプロジェクトが地域の⽣態系や気温、降⽔量に与える
影響を分析し、適切な環境保護計画を策定。

• ⾃然災害の影響シミュレーション。台⾵や森林⽕災などの発⽣リスクを予測し、事
前に防災対策を整備。

AIを活⽤することで、環境保護プロジェクトの成功率を向上させ、より効果的なエコ戦

略を展開できます。

3. 環境への影響予測
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Eco EVバッテリー

ガソリン⾞の環境への悪影響が問題視されるようになってから久しく、各国ではガソリ

ン⾞に対する厳しい規制が次々と導⼊されています。例えば、EUの欧州委員会では

2035年以降、ガソリン⾞の新⾞販売を禁⽌ する⽅針を発表しており、これは持続可能

なモビリティの実現に向けた世界的な動きの⼀環といえます。こうした流れを受けて、

多くの⾃動⾞メーカーは電気⾃動⾞（EV）への移⾏を加速させ、ガソリンエンジンから

の脱却を⽬指した技術⾰新に取り組んでいます。

しかしながら、EVが持続可能な未来の唯⼀の解決策であると単純に考えるのは早計で

す。EVの環境負荷の評価には、そのライフサイクル全体（LCA：Life Cycle

Assessment）を考慮する必要があり、製造時やエネルギー供給時のCO2排出量にも⽬

を向けることが重要 です。EVは⾛⾏時にCO2を排出しないという⼤きな利点を持ちます

が、そのエネルギー源が⽕⼒発電に依存している場合、電気を供給する過程でCO2が排

出されるため、必ずしも「ゼロ・エミッション」とは⾔い切れません。また、EVのバッ

テリー製造時にも多くのエネルギーを消費し、結果としてガソリン⾞よりも初期段階の

CO2排出量が⾼くなるという課題も存在します。

例えば、EVのバッテリーはリチウムイオン電池を主に使⽤しており、その製造プロセス

では⼤量のエネルギーと資源が必要となります。特に、リチウムやコバルトなどの希少

⾦属を採掘・精製する際に多くのエネルギーが使われるため、⾛⾏距離0kmの時点で

は、ガソリン⾞よりもCO2排出量が多くなってしまう のです。しかし、EVは⾛⾏距離が

増えるにつれて緩やかにCO2排出量が増加するのに対し、ガソリン⾞は燃料燃焼による

CO2排出が積み重なっていくため、⼀定の⾛⾏距離を超えた時点でEVの⽅がCO2排出量

が少なくなるという特徴があります。したがって、EVがガソリン⾞よりも環境に優しい

選択肢となるには、再⽣可能エネルギーを活⽤した充電や、バッテリーの製造時のCO2

排出量削減が重要な課題 となります。

このような課題を踏まえ、私たちが⽀援するプロジェクトでは、エネルギー効率に優れ

たEVバッテリーの開発・製造をドバイにて進めており、環境負荷の低減に寄与すること

を⽬指しています。さらに、このEVバッテリーを搭載したEVが特定のEVステーション

EVと環境負荷削減の新たな可能性：ガソリン⾞の影響とEVの課題

EVバッテリーのCO2削減とトークンによるエコシステムの構築
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で充電を⾏うことで、その充電電⼒量に応じたトークンを受け取ることができるシステ

ムを構築しています。これにより、EVユーザーは⾃らの環境貢献度を可視化できるだけ

でなく、トークンを活⽤してさらなるインセンティブを得ることが可能となります。

このトークンシステムの意義は、単なるデジタル資産の付与にとどまらず、ガソリン⾞

と⽐較したCO2削減の「証跡」として機能する点にあります。例えば、EVを利⽤するこ

とでガソリン⾞に⽐べてどれだけのCO2が削減できたのかを数値化し、それに応じたト

ークンが発⾏されることで、EVの環境負荷低減効果を正確に測定することが可能になり

ます。さらに、このトークンは将来的にカーボンクレジット市場での取引を視野に⼊れ

ており、CO2削減の成果を経済的価値へと転換する仕組みを確⽴することを⽬指してい

ます。

このプロジェクトでは、EVバッテリーの環境負荷低減に取り組むだけでなく、EVに関わ

るステークホルダー（EVバッテリーサプライヤー、メーカー、ユーザー、電⼒事業者、

リユース事業者）を巻き込み、彼らが産出したCO2排出量を定量化し、ブロックチェー

ン技術を活⽤して透明性のある形で記録する仕組みを導⼊ する予定です。

これにより、EVのライフサイクル全体を通じて、どのプロセスでどれだけのCO2が排出

されているのかを正確に把握し、どの部分において重点的な削減対策を講じるべきかを

明確にすることが可能になります。例えば、

• EVバッテリーの製造時に発⽣するCO2を削減するための最適な⽣産プロセスの選定

• EVの⾛⾏データを分析し、最も効率的な充電・運⽤⽅法を提案するAI技術の活⽤

• リユース・リサイクルによるバッテリーの再利⽤を促進し、資源消費を抑える取り組
み

といった施策を進めることで、EVの環境負荷を最⼩限に抑えつつ、その削減効果を確実

に証明することが可能になります。ブロックチェーン技術を活⽤することで、データの

改ざんを防ぎ、各ステークホルダーの排出量削減の取り組みが公平かつ透明に評価され

るエコシステムを構築することができます。

ブロックチェーンによるEVのCO2排出量の可視化とデータ管理

EVの未来と持続可能な社会の実現へ向けて
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本プロジェクトは、EVの導⼊を単なるガソリン⾞の代替⼿段としてではなく、CO2排出

削減の証跡を明確に⽰し、カーボンクレジット市場における新たな価値創出の⼿段とし

て活⽤することを⽬的 としています。EVバッテリーの製造から運⽤、リサイクルまでの

ライフサイクル全体を可視化することで、持続可能なエネルギー社会の実現に貢献しま

す。

EVの導⼊が世界的に進む中で、その真の環境貢献を最⼤化するためには、エネルギー供

給のクリーン化、バッテリー製造時のCO2排出削減、そしてユーザーの環境意識の向上

が不可⽋ です。私たちは、トークンを活⽤したインセンティブ設計とブロックチェーン

技術の透明性を武器に、持続可能なEVエコシステムを確⽴し、よりクリーンで未来志向

のモビリティ社会を築いていくことを⽬指しています。
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Eco バイオマス

世界の電源構成をエネルギー源別に整理すると、現在もなお⽯油や⽯炭などの化⽯燃料

が全体の過半数を占めているのが現状 です。多くの国々で再⽣可能エネルギーへの転換

が進められていますが、依然として発電の主⼒は化⽯燃料であり、特に発展途上国やエ

ネルギー供給が不安定な地域では、⽯炭⽕⼒発電が中⼼的な役割を担っています。

しかしながら、⽯炭や⽯油といった化⽯燃料は、燃焼時に⼤量のCO2を排出するため、

地球温暖化や気候変動への影響が極めて⼤きい ことが問題視されています。このため、

近年ではCO2排出量の少ない低炭素技術の開発と、それを活⽤したクリーンエネルギー

への投資が世界的に加速 しています。再⽣可能エネルギーの拡⼤を図ることで、持続可

能な社会を実現し、化⽯燃料に依存しないエネルギーシステムの構築を⽬指す動きが広

がっています。

クリーンエネルギーの中でも特に注⽬を集めているのが、バイオマス発電 です。バイオ

マス発電とは、⽊屑や可燃性廃棄物（燃えるゴミ）などの有機資源を燃焼させ、その熱

エネルギーを利⽤して発電を⾏う⽅式 です。従来の⽕⼒発電と異なり、バイオマス燃料

は再⽣可能な資源であるため、持続可能なエネルギー供給を実現する有⼒な⼿段 とされ

ています。

さらに、バイオマス発電は単に電⼒を⽣み出すだけでなく、発電時に発⽣する排熱を周

辺地域の暖房や温⽔供給に活⽤できる という利点があります。この排熱利⽤によって、

エネルギーの無駄を減らし、より効率的なエネルギーシステムを構築することが可能に

なります。そのため、バイオマス発電はエネルギー効率の⾼い理想的なクリーンエネル

ギーの⼀つ として、多くの国や地域で導⼊が進められています。

また、バイオマス燃料の多くは農業廃棄物や森林管理の過程で発⽣する未利⽤資源を活

⽤する ため、適切な管理が⾏われれば森林の過剰伐採を防ぎながら発電を⾏うことが可

能です。こうした特性から、バイオマス発電はCO2排出削減だけでなく、循環型社会の

形成にも貢献 するエネルギーソリューションとして期待されています。

世界の電源構成とクリーンエネルギーの重要性

バイオマス発電への注⽬とその仕組み
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私たちは、世界各地で進められているバイオマス発電所関連プロジェクトと連携 し、再

⽣可能エネルギーの普及促進を⽀援しています。具体的には、発電所が供給する電⼒量

をリアルタイムでモニタリングし、データを活⽤することで、CO2削減量を可視化する

仕組み を構築しています。

この取り組みにより、化⽯燃料と⽐較したCO2排出削減量を定量的に把握することが可

能 になります。例えば、バイオマス発電によって⽣み出された電⼒が、従来の⽯炭⽕⼒

発電と⽐べてどれだけのCO2削減に寄与したのかを明確に数値化することで、その環境

価値を測定することができます。このように、CO2排出削減量を「⾒える化」すること

は、企業や政府がより効果的な環境政策を策定する上で極めて重要な役割を果たしま

す。

さらに、この削減量をカーボンクレジットとして定量化し、取引可能な形にする ことも

視野に⼊れています。カーボンクレジットは、CO2削減の成果を証明するための仕組み

であり、排出削減を達成した事業者がクレジットを取得し、それを排出量の多い企業に

売却することで、全体としてのCO2排出量を削減することを⽬的としています。このプ

ロジェクトでは、バイオマス発電によるCO2削減分をカーボンクレジットとして算出

し、将来的に市場での取引を可能にすることで、持続可能なエネルギー投資の促進を⽬

指しています。

本プロジェクトでは、バイオマス発電所の電⼒供給量に応じて、⽉次の発電実績を表彰

するNFTを発⾏ し、それをClip Tokenとの交換が可能な仕組みを導⼊する予定です。こ

のNFTは、バイオマス発電の環境貢献を証明するデジタル資産として機能し、発電所の

努⼒を可視化するとともに、投資家や⽀援者が環境価値を認識しやすくする役割を果た

します。

また、将来的にはカーボンクレジット量を⽰すトークンを発⾏し、Clip Tokenとの交換

が可能なシステムを構築 することで、カーボンクレジットのデジタル化と新たな経済圏

の創出を⽬指します。この仕組みにより、環境貢献を具体的な経済価値に転換し、持続

可能な社会の実現に向けた取り組みをさらに加速 させることができます。

私たちのバイオマス発電所プロジェクトとカーボンクレジットの活⽤

NFTとトークンを活⽤したインセンティブ設計
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私たちの⽬標は、バイオマス発電をはじめとする再⽣可能エネルギーの普及を促進し、

持続可能なエネルギー社会の実現に貢献すること です。⽯炭や⽯油といった従来のエネ

ルギー源に依存しない、より環境負荷の少ない発電⽅式を世界中に広めることで、CO2

排出量の⼤幅な削減を達成し、地球温暖化の進⾏を抑制することを⽬指しています。

また、カーボンクレジットやNFT、トークンといったデジタル技術を活⽤し、環境貢献

の「価値化」と「インセンティブ設計」を進めることで、持続可能なエネルギー投資が

より魅⼒的なものとなるエコシステムを構築 していきます。個⼈や企業がエネルギー問

題に積極的に関与できるような仕組みを作ることで、より多くの⼈々が環境保護活動に

参加しやすくなることを期待しています。

このように、私たちはバイオマス発電の推進と、それを⽀えるデジタル技術の活⽤を通

じて、環境と経済が両⽴する未来を創り出すことを⽬指しています。

クリーンエネルギーの未来と私たちのビジョン
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技術概要

CLIPの基盤となるテクノロジーは、ブロックチェーン技術を中⼼に構築されています。

この技術により、透明性、信頼性、効率性の⾼いトランザクションが可能となり、エコ

システム全体の信頼性を確保しています。

1. イーサリアムブロックチェーン: CLIPは、イーサリアムのスマートコントラクト機能

を活⽤して構築されています。イーサリアムはその分散性、透明性、⾼い開発者コミ

ュニティによって信頼性が⾼く、DeFiやNFTなどの幅広いユースケースに適していま

す。また、ERC-20トークン規格に準拠することで、他のプロジェクトとの相互運⽤

性を確保しています。

2. アービトラムの活⽤: トランザクション処理の⾼速化と⼿数料の削減を⽬的として、

CLIPはレイヤー2ソリューションであるアービトラムを採⽤しています。アービトラ

ムはイーサリアムのセキュリティを維持しながらスケーラビリティを向上させ、より

多くのユーザーが低コストで迅速に利⽤できる環境を提供します。

3. スマートコントラクト: スマートコントラクトは、プラットフォーム内の主要な取引

と意思決定を⾃動化します。これにより、中間業者を排除し、すべてのプロセスが透

明で公平に⾏われることを保証します。

4. 分散型ガバナンス: CLIPは、トークン保有者がプラットフォームの運営に積極的に参

加できる分散型ガバナンスモデルを採⽤しています。このモデルでは、重要な意思決

定がコミュニティ全体の投票によって⾏われます。

5. エコフレンドリーな設計: ブロックチェーン技術にはエネルギー効率の⾼いコンセン

サスアルゴリズムを採⽤しており、環境への負荷を最⼩限に抑えています。これによ

り、環境保護というプロジェクトの使命に沿った持続可能な運⽤を実現しています。

6. NFTとトークンエコノミー: プラットフォーム内では、独⾃のNFT（⾮代替性トーク

ン）を活⽤して、アニメやアイドルに関連するデジタルコンテンツをトークン化しま

す。これにより、クリエイターは新たな収益源を得ることができ、ファンはコレクタ

ーとしての体験を楽しむことができます。

7. セキュリティ: 強⼒な暗号化技術と分散型ネットワークにより、すべてのトランザク

ションとデータが安全に保護されます。これにより、ユーザーは安⼼してプラットフ

ォームを利⽤することができます。

CLIPのテクノロジーは、環境保護、⽂化⽀援、そしてコミュニティ参加をシームレスに

結びつけるための基盤を提供しています。この先進的な技術基盤を活⽤し、持続可能で

テクノロジー
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魅⼒的なエコシステムを実現します。

2025/02/26 19:17 PROJECT CLIP 2.0



31

Ethereumの技術⽅式（PoS⽅式）

Ethereumの技術⽅式（PoS⽅式） 

Ethererumは、誰もがソフトウェアをインストールしてEthereumネットワークに接続す

れ ば、すぐにEthereumネットワークの運営者になれるという「パーミッションレス・

ブロック チェーン」⽅式で設計されております。パーミッションレス⽅式を採⽤するこ

とで、そのブロックチェーンは特定の個⼈や団体に過 度に依存せずに運営できることに

なり、各国の法律に準拠していないような内容のサービ スでも、その国の国外であれば

展開できるという特徴があります。特に強権的な国家など から資産やシステムを防衛し

たいようなケースにおいては、⼤きな⼒を発揮すると考えられ ます。 当初はProof of

Work（PoW）と呼ばれる、Bitcoinでも採⽤されている⽅式による参加 ノード協調アル

ゴリズム（コンセンサス・アルゴリズム）を採⽤していましたが、この⽅式はコ ンピュ

ータのパワーを最⼤限に使う必要があり、電⼒負荷が⾼いため地球環境に優しくな いと

いう点が問題となりました。 そこで現在EthererumはProof of Stake（PoS）というコ

ンセンサス・アルゴリズム⽅式に 移⾏し、環境負荷を下げた形でブロックチェーンの⽣

成が⾏えるようになりました。PoS⽅ 式では、Ethereumの運営者になりたければ、

32Ether（現在の価格で約12百万円：2024 年10⽉時点）を預け⼊れることで、バリデー

タ（運営者）になることができます。 

Ethereumの課題 

上記のように、PoS⽅式を採⽤することで環境負荷はある程度解決したものの、その特

徴からEthereumは別の様々な問題も抱えています。 

遅い速度問題 

パーミッションレス・ノード⽅式では、数多くのノード・サーバがPoW⽅式やPoS⽅式

など のコンセンサス・アルゴリズムを利⽤して協調しなければならないため、ブロック

チェーンの トランザクション・スピードを上げることが難しいという問題もあります。

コミュニティが⼤きくなればなるほど、仕様変更等においても意思決定に時間がかかる

ことになります。現時点 | 11 Condential において、ビットコインでは世界中のリクエス

トに対して、⼀秒間に約7回（7TPS)、 Ethereumでも1秒平均で約12回3ほどの取引回数

となっております。 この取引回数上限は世界中の取引需要を満たすためには⼤変少ない

ため、この解決策 として、EthereumコミュニティではLayer2チェーンやシャーディン

グというスケーラビリティを 向上するための技術研究と実装が⾏われています。ただ
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し、Layer2技術はまだ分散化や 法的安定性、技術⽅式に難があり、ビジネス利⽤するに

はまだ様々な課題があるのが現状です。またシャーディング技術に関してはまだ構想段

階であり、実装には相当⻑い年⽉ が必要であると⾔われています。 

⾼いガス代⾦問題

Ethereumでは、その取引のためにはgasと呼ばれる費⽤が必要となっており、Etherと

い う⼿数料⽀払いが必要です。現状Ethereumではたくさんのトランザクションを処理

できない ため、当然トラフィックは集中することになります。利⽤者が多くなると、⼿

数料通貨である ガス代⾦とEtherの価格は⾼騰することになり、結果として現在の

Ethereumでは、⼀つの プログラムを実⾏するのに数百ときには数万円もかかることに

なってしまいまし た。例えばステーブルコインを送⾦する、というシンプルなユースケ

ースにおいても、⼀回数 百円から場合によっては数千円もかかってしまいます。NFTを5

万個発⾏するのに、100億 円以上のコストがかかったこともありました。このように、

Ethereumメインネットにおいては⾼額な⼿数料が問題となっており、その利⽤を妨げる

原因となっております。 

ファイナリティ問題 

パーミッションレス・ノード⽅式は、⾮常に多くの参加ノードで協調しなければならな

いた め、その取引が完了したとみなせる瞬間までの時間、ファイナリティのスピードに

特有の問 題を抱えています。 ブロックチェーンはトランザクションを承認し、それをブ

ロックに含むことでそのトランザク ションを"確定"します。しかし、パーミッションレ

スなブロックチェーンでは、ブロックが確定す るまでの時間が⼀定ではないという問題

があります。これは「確率的ファイナリティ」と呼ば れています。 PoS⽅式ではある程

度その問題は解消され、ある程度待つことでファイナリティは確定す ることにはなりま

したが、それでも取引が完全に完了するまでには数⼗秒から数分間も待つ必要がありま

す。確定するまではあくまで確率的であるため、取引が巻き戻る可能性があります。こ

の振る舞いが、本格的な⾦融取引等においては⼤きな問題を引き起こす可能 性がありま

す。 

51％攻撃問題

ブロックチェーンのコンセンサス・アルゴリズムには、51％攻撃という脆弱性が存在し

ま す。これは、ネットワークの過半数を制御することで、トランザクションの改竄や⼆

重⽀払い が可能となる問題を指します。 PoW⽅式のブロックチェーン、例えばBitcoin
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などでは、51％の計算⼒を有することでネッ トワークを乗っ取ることが可能です。⼤規

模なネットワークでは難しいとされるものの、⼩規 模なネットワークではリスクが⾼ま

ります。また、PoW⽅式においては電⼒消費問題も懸念 されています。 PoS⽅式、例え

ばEthereum 2.0のような場合、コンピュータの計算能⼒よりも、ステーキ ングされた資

産の量が重要になります。しかし、⾼額なステーキング要件や罰則システム が存在する

ため、⼀般の⼈々の参加が難しくなる傾向があります。 実際には、Ethereumのような

⼤規模なPoSネットワークでは、個⼈での参加が難しいた めステーキングを代⾏する企

業が増え、これらの企業が多くのステーキングを⾏うことで ネットワーク上の権⼒が集

中しています。このような状況はブロックチェーンの分散性の理 念に反するものです。

PoS⽅式のブロックチェーン上において、ステーブルコインなどの⼤規模な資産が動いて

いる場合においては、必要なステーキング資産が相対的に少なくなっている場合、⼤き

な 組織や国家が介⼊することでステーキングされている51%以上の資⾦を投⼊してネッ

ト ワークを乗っ取ってしまうことができるリスクも存在します。 結論として、特に⼩規

模なネットワークでPoS⽅式を導⼊する際は、51％攻撃や権⼒の 集中といったリスクを

慎重に考慮する必要があります。

ハードフォーク問題 

NFTはブロックチェーンの仕組みを活⽤した産物ですが、それを取り扱う上で最も重要

な 認識すべきリスクとして、ハードフォークがあります。 ハードフォークとは、仕様変

更⽅法の⼀つで、変更の前後の互換性がないアップデートの ことを指します。このハー

ドフォークが⾏われた際に、両⽅のチェーンが分割後継続してし まいます。数多くの参

加者によって運営されるパーミッションレス・ノード⽅式は合意形成が 難しく、ビット

コインやEthereumにおいて、チェーンの分割がこれまでにも何度か⾏われて います。

過去のハードフォークでは、トークン保持者に利益をもたらしたこともありましたが、

NFT 発⾏チェーンにおいてハードフォークが⾏われることは⾮常に⼤きなリスクとなり

ます。 NFTの重複バージョンが⽣成されることとなり、NFTは唯⼀無⼆のものであると

いう点と根 本的に対⽴するからです。 また、NFT同様に分裂することができない資産と

して、ステーブルコインも存在します。当 然ステーブルコインも分裂することはできな

いため、将来的にハードフォークが起こる時に は、ステーブルコインの発⾏者の意図が

チェーンの運営に⼤きく影響するのではないかと の懸念もあります。 

法的不透明性の問題 

パーミッションレスなブロックチェーンの法的位置付けは、多くの国でまだ明確に定義

され ていません。これにより、NFTやアプリケーションの法的権限やデータの保護が不
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確実と なっています。特に、国際的なデータ移転規制がある国でのビジネス活動は、ブ

ロック チェーンの使⽤時に特別な注意が必要です。 これを解決するためには、国際的な

ブロックチェーンの規範や法的フレームワークの確 ⽴が求められます。また、運営者の

明確な責任の所在や、データ保護に関する明確な⽅ 針の策定も必要です。 現状では、企

業がパーミッションレスなブロックチェーンを使うことは法的安定性の上で⼤ きな問題

を抱える可能性があります。
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エコシステム

本プロジェクトで発⾏されるユーティリティートークン「Clip Token」 を利⽤すること

で、Clip Platform上で多岐にわたる活動に参加することが可能となります。Clip Token

は単なる決済⼿段にとどまらず、エコシステム全体を⽀える重要な要素として機能し、

エンターテインメントと環境活動の両⽅に深く関わることができます。

例えば、Ecoプロジェクト関連のNFTを購⼊したり、環境保護団体への寄付を⾏ったり

することで、実際の環境活動に貢献 することができます。さらに、ブロックチェーン技

術を活⽤したVoteシステムに参加することで、特定の環境保護プロジェクトの⽅向性や

資⾦の活⽤⽅法を決定する 役割を担うことができます。これにより、ユーザー⾃⾝がた

だの⽀援者ではなく、プロジェクトの未来を形作る意思決定者として関与できる仕組み

が実現されます。

また、Clip Tokenはエンターテインメント分野においても多くの活⽤機会を提供 しま

す。アイドルプロジェクトにおけるメンバー選出の投票権を得たり、限定NFTグッズを購

⼊したりすることができる ため、ファンとクリエイターの距離がより⼀層近づきます。

NFT技術を活⽤することで、デジタルアイテムの真正性や希少性が保証され、ファンは

唯⼀無⼆の限定コンテンツ を所有することが可能になります。さらに、投票システムを

通じてファンの意⾒を反映し、アイドルグループの⽅向性を決定するプロセスに参加で

きる ため、従来の受動的なファン活動ではなく、よりインタラクティブでエキサイティ

ングな体験が得られます。

さらに、Clip Tokenや関連するNFTを⼀定量保有することで、リアルイベントへの特別

な参加権 が得られます。例えば、エコ関連の現場活動に参加し、実際に植林活動や環境

保全の取り組みに貢献 したり、Clipが主催するアイドルコンサートの特別席やVIP体験

を得ることが可能 になります。これにより、デジタルとリアルの境界を越えた体験型の

エコシステム が形成され、トークンホルダーに独⾃の特典やメリットを提供します。

このように、Clip Tokenは単なる仮想通貨ではなく、環境保護、エンターテインメン

ト、そしてコミュニティ参加のための重要なツール として機能します。トークンを活⽤

することで、ユーザーはデジタル資産を通じて持続可能な未来に貢献しつつ、エンタメ

の新たな形を楽しむことができる という、これまでにない⾰新的な体験を⼿にすること

ができます。
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トークノミクス

カーボンクレジット創出とブロックチェーン技術を活⽤した市場連携

現在、私たちが連携している植林プロジェクト、EVバッテリー開発、バイオマス発電と

いった各種プロジェクトには、共通した重要な⽬的があります。それは、「カーボンクレ

ジットを創出すること」 です。

カーボンクレジットとは、企業や団体、個⼈がCO₂削減活動を⾏うことで得られる排出

削減量を数値化し、それを取引可能なクレジット（証明書）として市場に流通させる仕

組みです。この仕組みにより、温室効果ガスの排出を削減した企業や個⼈は、その削減

分をクレジットとして他の組織に販売し、収益を得ることができます。⼀⽅で、CO₂排出

を削減することが難しい企業や個⼈は、このクレジットを購⼊することで、実質的に排

出量を相殺することが可能になります。

私たちのプロジェクトでは、このカーボンクレジットの創出をより透明で公平な形で管

理し、⼀般の⼈々が直接参加できる仕組み を構築するため、ブロックチェーン技術を活

⽤した新しいカーボンクレジット市場の開発 を計画しています。

本プロジェクトでは、将来的なロードマップとして、カーボンクレジット市場と直接接

続する専⽤のブロックチェーン を開発することを計画しています。このブロックチェー

ンは、次のような役割を果たします。

1. カーボンクレジットのトークン化（デジタル資産化）

• 各種環境プロジェクト（植林、EVバッテリー、バイオマス発電など）によって
⽣み出されたCO₂削減量をデジタルデータとして記録し、ブロックチェーン上で

カーボンクレジットとして発⾏ します。

• これにより、各プロジェクトがどれだけCO₂削減に貢献したのかが透明化され、
市場での信頼性を確保できます。

2. カーボンクレジットを表彰するクレジットトークンの発⾏

• ブロックチェーン上でカーボンクレジットの価値をトークン化（デジタル資産と
して発⾏） し、「クレジットトークン」として流通させます。

カーボンクレジット市場とブロックチェーン技術の統合
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• これにより、環境貢献を数値化し、企業や個⼈が⾃由に取引できるようになりま
す。

3. Clip Platformとの接続とカーボンクレジットの売買

• クレジットトークンは、Clip Platformに接続・出品され、ユーザーはClip

Tokenを⽤いてカーボンクレジットを購⼊・取引 できるようになります。

• Clip Tokenとカーボンクレジットの交換が可能になることで、⼀般の個⼈でも⼿

軽にCO₂削減活動に貢献できる環境 を提供します。

4. 透明性のあるカーボンクレジット取引の実現

• ブロックチェーン技術を活⽤することで、すべてのカーボンクレジットの発⾏・
取引履歴を改ざん不可能な形で記録 し、透明性を確保します。

• これにより、クレジットの⼆重発⾏や不正取引を防ぎ、信頼性の⾼い市場を構築
します。

従来、カーボンクレジット市場は、主に⼤企業や政府機関が取引の中⼼ であり、⼀般の

個⼈が直接関与する機会は限られていました。しかし、Clip Platformとブロックチェー

ン技術を組み合わせることで、個⼈レベルでも簡単にカーボンクレジットを取引し、環

境貢献を実感できる仕組みを提供 します。

• カーボンクレジットの個⼈購⼊
◦ Clip Tokenを使⽤して、個⼈がカーボンクレジットを購⼊し、⾃⾝のCO₂排出を

相殺できるようになります。

◦ 例えば、⾃動⾞の運転や旅⾏で発⽣したCO₂を、カーボンクレジットを購⼊する
ことでオフセット（相殺） することが可能になります。

• カーボンクレジットのトークン化による投資機会の提供
◦ 環境意識の⾼い個⼈や投資家は、カーボンクレジットを購⼊し、その価値が⾼ま
ることで利益を得ることができます。

◦ 企業が排出権取引制度（Cap and Trade）に対応するためにクレジットを必要と

するケースが増えており、カーボンクレジット市場の価値は今後さらに拡⼤する

と予測されます。

• カーボンクレジットの寄付機能

⼀般個⼈でも参加できるカーボンクレジット市場の実現
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◦ Clip Platformでは、購⼊したカーボンクレジットを環境保護団体やエコプロジェ

クトに寄付する仕組み も導⼊予定です。

◦ これにより、個⼈が社会貢献の⼀環としてカーボンクレジットを活⽤することが
可能になります。

Clip Tokenを活⽤したカーボンクレジット市場の構築により、⼀般個⼈でも気軽に環境

貢献ができる新しいエコシステムが誕⽣ します。これまでカーボンクレジット市場は、

⼀部の企業や政府機関によって運営される閉鎖的な市場でしたが、ブロックチェーン技

術の導⼊により、透明性のあるオープンな市場が形成 されることになります。

また、Clip Tokenが環境貢献を可視化するためのインセンティブとして機能 し、エコ活

動の普及を促進します。例えば、

• Clip Tokenを持つことで、CO₂削減活動に参加できる機会が増える

• カーボンクレジットの取引が活発化することで、環境プロジェクトへの資⾦流⼊が
増加

• 企業もこの仕組みを活⽤し、持続可能な経営を実現できる

といった相乗効果が期待されます。

私たちは、植林、EVバッテリー、バイオマス発電といったプロジェクトの⽀援を通じ

て、カーボンクレジットの創出を積極的に推進し、持続可能な地球環境の実現に貢献 し

ていきます。そして、その成果を透明性のある形で記録し、⼀般個⼈でもCO₂削減活動

に参加できる仕組みを構築することが最終的な⽬標 です。

将来的には、国際的なカーボンクレジット市場と連携し、グローバル規模でカーボンオ

フセットの推進 を⽬指します。Clip Tokenを通じて、「環境貢献が⽇常の⼀部となる社

会」 を実現し、誰もが低炭素社会の形成に関与できる新たな時代を切り拓いていきま

す。

低炭素社会の実現に向けたClip Tokenの役割

カーボンクレジット市場の未来とCLIPの展望
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本プロジェクトで発⾏されるユーティリティートークン 「Clip Token」 を活⽤すること

で、ユーザーは Clip Platform上の多様な活動に参加し、エンターテインメントとエコ活

動の両⾯で貢献することが可能 になります。Clip Tokenは単なる仮想通貨の役割を超

え、環境保護活動やアイドルプロジェクトとの連携を促進するためのインセンティブと

して機能 します。

Clip Tokenを保有することで、エコ活動の⽀援やアイドルプロジェクトへの参加、投票

システムを活⽤した意思決定プロセスへの関与など、多岐にわたる機能を利⽤ すること

ができます。具体的な活⽤シーンは以下の通りです。

Clip TokenとNFT：エコシステムを⽀えるデジタル資産の活⽤

Clip Tokenの活⽤⽤途と参加型エコシステム
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1. EcoプロジェクトNFTの購⼊・寄付

Clip Tokenを使⽤して、環境保護を⽬的としたNFTを購⼊することが可能 です。例え

ば、

• 植林活動を⽀援するNFT
• 海洋ごみ削減をサポートするNFT
• 絶滅危惧種の保護プロジェクトを⽀援するNFT

など、ユーザーは⾃⾝の価値観や関⼼に基づいてエコプロジェクトに投資することがで

きます。さらに、寄付機能を通じて、Clip Tokenを環境保護団体に直接送ることも可能

であり、デジタル資産を活⽤した社会貢献が実現されます。

2. プロジェクトの⽅向性を決定するVoteシステムへの参加

Clip Tokenは、分散型投票システム（DAO：分散型⾃律組織） において、ユーザーがプ

ロジェクトの意思決定に関与するための投票権として機能します。例えば、

• エコプロジェクトにおける資⾦の使途決定
• 次に⽀援する環境保護活動の選定
• アイドルプロジェクトにおけるメンバー選抜や楽曲選定

といった、様々な重要な決定にファンや⽀援者が参加できるようになります。この仕組

みにより、従来の中央集権的な運営モデルから脱却し、コミュニティ主体の⺠主的な運

営を実現 することが可能になります。

3. アイドルプロジェクトへの⽀援・投票・NFTグッズの購⼊

Clip Tokenは、アイドルプロジェクトとの連携においても⼤きな役割を果たします。

• 推しのアイドルに投票し、プロモーション活動の⽅向性を決定
• 限定NFTグッズ（デジタルフォトカード、バーチャルライブチケットなど）の購⼊
• ファン参加型のクラウドファンディングに参加し、新曲制作やライブ開催を⽀援

このように、Clip Tokenはアイドル活動の⽀援⼿段として活⽤され、ファンとアイドル

の距離を縮める新たなエコシステムを創り出します。
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4. Clip TokenとNFTの保有による特典とリアルイベントへの参加

Clip TokenやNFTを保有することで、リアルなエコ活動やアイドルイベントに参加する

権利が得られる 仕組みも整備されています。例えば、

• エコプロジェクトの現場（植林イベント、クリーンエネルギー開発の視察など）に招
待

• Clipが主催するアイドルコンサートの特別席チケットの取得

• 限定オフラインイベント（ファンミーティング、リリースイベントなど）への優先招
待

といった特典が付与され、デジタル資産を通じた新たなファン体験が提供されます。

NFTの購⼊・保有とエコ活動・アイドル活動への参加証明

Clip Platform上では、NFTを購⼊・保有することが、エコ活動やアイドル活動への参加

証明として機能 します。例えば、

• エコ関連NFTを所有することで、特定の環境保護プロジェクトへの関与が証明され
る

• アイドル関連NFTを所有することで、特定の推しメンバーの⽀援活動を⾏った証明が
残る

このように、NFTは単なるデジタルコレクションではなく、ファンの貢献を可視化し、

エコシステム内での役割を明確にするデジタル証明書として機能 します。

NFTの保有期間に応じたリワードの付与

NFTを⼀定期間保有することで、ユーザーは継続的なリワード（報酬）を受け取ること

が可能 になります。例えば、

• 特定のNFTを6ヶ⽉以上保有すると、ボーナスClip Tokenを獲得

• アイドル関連NFTを⻑期間保有すると、限定コンテンツや特別グッズを受け取る権
利を獲得

NFTの活⽤とレベルアップシステム
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この仕組みにより、NFTの価値が短期的な投機⽬的ではなく、⻑期的なエコシステムへ

の参加インセンティブとして機能するよう設計されています。

NFTのステーキングとレベルアップ機能

Clip Platformでは、NFTをステーキング（⼀定期間ロック）することで、さらに価値の

⾼いNFTを獲得できる仕組み を提供します。例えば、

• エコNFTをステーキングすると、よりレアな「プレミアムエコNFT」にレベルアップ
• アイドルNFTをステーキングすると、特別なライブ映像やサイン⼊りデジタルアート
に変換可能

この仕組みを通じて、ユーザーはNFTを単なる保有資産としてではなく、積極的に活⽤

し、進化させることが可能 となります。

Clip TokenとNFTを活⽤することで、デジタルとリアルが融合した新しい経済圏を形成

することができます。エコ活動への貢献、アイドルの⽀援、投票や投げ銭、リアルイベ

ントへの参加など、あらゆる要素がブロックチェーン技術によって透明化され、ユーザ

ーが能動的に関与できるオープンなエコシステム を実現します。

このように、Clip TokenとNFTは、環境保護活動、エンターテインメント、ブロックチ

ェーン技術の三位⼀体で機能する、未来志向のデジタル資産として、持続可能なエコシ

ステムの発展を促進 します。今後、より多くのユーザーがClip Platformに参加し、新し

い形の社会貢献とエンターテインメントの融合を体験することで、Clip Tokenが持つ価

値はさらに拡⼤し、次世代のデジタル経済圏の中核を担う存在 となることでしょう。

4o

項⽬ 内容

トークン名 Clip Token

Clip TokenとNFTが⽣み出す新たな経済圏

Clip Token
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トークンシンボル CLIP

発⾏枚数 100,000,000（ARB) , 33,300,000,000（ETH)

コントラクトアド

レス(ARB)
0x51D28a6d96424938dd96A5B592852800c3228a41

コントラクトアド

レス(ETH)
0xa4480957629da7986EFe389CA2BE86A9FAb7481B

トークン規格 ERC-20

発⾏チェーン Arbitrum One、Etherium
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ユーティリティ

Clip Tokenを保有しているユーザーは、エコ活動ならびにアイドル活動への参加が可能

になります。

環境活動

植林活動の植林地の決定

• 環境保護団体や⾃治体と協⼒し、適切な植林地を選定するプロジェクト。
• 地域の気候や⼟壌条件を考慮し、⽣態系の回復に最適な場所を決定。
• AIやドローン技術を活⽤し、森林破壊が進⾏しているエリアのモニタリングを⾏う。

• ユーザーが投票や⽀援を通じて、植林地の選定プロセスに参加できる仕組み。

開発中のクリーンエネルギー関連技術のテスター参加

• 企業や研究機関が開発中の再⽣可能エネルギー技術を、⼀般ユーザーが試すプログ
ラム。

• 例：ソーラーパネルの家庭向け導⼊テスト、次世代⾵⼒発電システムのデータ提供協
⼒。

• 参加者はフィードバックを提供し、技術改良に貢献できる。
• NFTやブロックチェーンを活⽤して、テスト参加者に報酬や特典を提供。

絶滅危惧種に対する⽀援補助

• 絶滅危惧種の保護活動を⽀援するための寄付やクラウドファンディングの実施。
• ユーザーが⽀援した動物に関連するコンテンツ（写真、レポート）を受け取れる仕
組み。

• AIカメラやGPSを活⽤したリアルタイムモニタリングで、⽀援した動物の追跡情報を

提供。

• 特定の⽀援額を達成すると、保護区訪問やエコツーリズムの機会を提供。

エコシステムへの参加
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アイドルコンサートへの参加

• 環境保護をテーマにした⾳楽イベントやコンサートを開催。
• チケット購⼊の⼀部が環境活動へ寄付される仕組み。
• バーチャルコンサートも開催し、エコフレンドリーなエンタメ体験を提供。
• 参加者には環境活動の成果がリアルタイムで表⽰され、貢献を実感できる。

次世代アイドルグループのメンバー投票権

• 環境問題に取り組むアイドルグループのメンバー選出に投票できる仕組み。
• NFTやトークンを活⽤し、⽀援額に応じた投票権の提供。

• ユーザーの選択によって、エコ活動を積極的に⾏うメンバーが選ばれる。
• 投票結果に応じて、特典コンテンツ（限定動画、ライブ配信）を受け取ることが可
能。

アイドル×エコイベントにおける投げ銭

• ライブ配信やイベント中に、ユーザーが投げ銭（デジタルチップ）を送ることができ
る。

• 投げ銭はそのまま環境活動資⾦として活⽤され、リアルタイムで貢献度が可視化され
る。

• 例：⼀定額の投げ銭が集まると、植林プロジェクトが実施される。
• 投げ銭を⾏ったユーザーには、エコ関連グッズや限定NFTを提供。

各種NFTの購⼊決済

• 環境・エンタメ関連のNFTを発⾏し、ユーザーが購⼊・取引できるプラットフォーム
を提供。

• NFTの売上の⼀部が環境保護団体に寄付される仕組み。

エンタメ関連

テクノロジー活⽤
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• コンサートチケットや投票権など、エンタメ要素と連携したNFTも発⾏。
• NFT所有者には、特典として限定コンテンツや環境活動の特別イベント招待が付与さ

れる。
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ステーキング

CLIPトークンの保有者は、ステーキングを通じてエコシステムへの参加と利益の最⼤化

を実現することができます。ステーキングとは、ユーザーが⾃⾝のトークンを⼀定期間

ロックすることで、報酬や特典を得られる仕組みを指します。このプロセスは、ネット

ワークの安定性やセキュリティの向上に寄与すると同時に、ステーキング参加者に以下

のような利点を提供します：

1. 報酬の獲得: ステーキングに参加することで、ユーザーは追加のCLIPトークンを報酬

として受け取ることができます。これにより、トークンの⻑期保有者が経済的なイン

センティブを得ることが可能です。

2. エコシステムへの貢献: ステーキングを通じて、参加者はCLIPエコシステムの発展に

直接的に貢献します。これにより、ネットワークの安定性が向上し、全体的な信頼

性が⾼まります。

3. 特典や限定アクセス: ステーキング参加者は、限定イベントへのアクセス権や特別な

NFTの獲得など、エコシステム内での特別な特典を受け取ることができます。

4. ガバナンスへの参加: ステーキングを⾏うことで、ユーザーはCLIPのガバナンスに参

加する資格を得られます。これにより、重要な意思決定に関与し、プロジェクトの⽅

向性に影響を与えることが可能です。

ステーキングは、CLIPトークン保有者にとって、経済的利益とプロジェクトへの影響⼒

を兼ね備えた魅⼒的なオプションです。私たちは、この仕組みを通じて、ユーザーが

CLIPエコシステムの⼀部として積極的に関与できる環境を提供していきます。

テーキング期間および報酬の詳細は以下の通りです。

ステーキング期間 報酬付与率

３ヶ⽉ 12.5%

６ヶ⽉ 25%

１年 50%

２年 100%

ステーキング
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トークンアロケーショ
ン＆排出スケジュール

本プロジェクトのトークンアロケーションは、以下の予定で配分されます。

項⽬ 配布割合 ⽤途 保有

1. Community 25%

コミュニティ活性

化、エアドロップ、

プロモーション

Clip management

2. Liquidity Reserve 12.0%
CEX、DEXリスティ

ング⽤
Clip management

3. Foundation 8.0%
将来的なエコシステ

ム、R＆D⽤
Clip management

4. Staking 10% ステーキング報酬 Clip management

5. Team 25%
CLIPコアチームのア

ロケーション
Clip management

6. Angel round 1.0%

2024年11⽉に完了し

たAngel Round資⾦

調達

Users

7. Seed Round 2.0%

2024年1⽉に完了し

たAngel Round資⾦

調達

Users

8. Strategic Round 4.0%

2024年3⽉に完了す

るAngel Round資⾦

調達

Clip management

9. Private token sale 13.0%
今後予定の資⾦調達

分
Clip management
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ロードマップ

開発ロードマップ 

CLIPでは、ブロックチェーン・web3技術の発展のための技術研究への投資を⾏ってい

きます。 

プロトコルの改善: TPSの向上、量⼦耐性の実現、堅牢性の強化 、ツール・アプリケー

ション: ユーザビリティ強化のためのウォレット技術やアプリケー ションの開発、

EIP4337などのスマートアカウント対応 インターオペラビリティ: 他のブロックチェーン

との連携強化 

プロジェクトロードマップ 

本章では、CLIPの今後のロードマップの簡単な説明を⾏います。

CLIPは2024年2⽉より、クローズドテストを開始し、安定したブロックチェーンの稼働

とNFTの発⾏および移転の完了を確認しています。 2024年6⽉より、世界トップティア

のブ ロックチェーンプロジェクト、暗号資産（仮想通貨）取引所2社、マンガサービス

やゲー ムサービスの運営企業を含む計3社のコンセンサスノードが共同でテストネット

を運⽤され ます。今後、コンセンサスノードの増加によって、分散性とエコシステムの

持続性のさらな る向上が期待されます。プロジェクトは以下のロードマップに沿って開

発が進められます。

2025/3 海外⼤⼿仮想通貨取引所への上場

2025/5 韓国⼤⼿アイドル事務所ファンドへの出資

2025/6 ⼤⼿エコ事業者との提携

2025/8 アニメNFTサービスのローンチ

2025/10 国内最⼤級アイドルイベントへの協賛
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プロジェクトのリスク

コミュニティリスク 

プロジェクトの成功は、アクティブで健全なコミュニティに⼤きく依存しています。コミ

ュニ ティが不活発になる、あるいは内部での対⽴が発⽣した場合、プロジェクトの開発

や進⾏ が遅れるリスクがあります。また、コミュニティの信頼を失うことで、プロジェ

クトの評価や価 値が下落する可能性も考えられます。 

セキュリティリスク 

CLIPはEthereumと同等のセキュリティを持っているとされていますが、以 下のような

理由でセキュリティが侵害される可能性があります。 

暗号技術の技術⾰新: 現在使⽤されている暗号技術が新しい技術によって破られ る可能

性があります。量⼦コンピュータの登場や暗号技術の急速な進化により、現 在のセキュ

リティスタンダードが将来的には不⼗分になる可能性があります。

過半数のバリデータの署名サーバの同時ハッキング: 分散型ネットワークでは、過 半数

のバリデータが悪意を持った⾏動を取ることで、ネットワークの安全性や信頼 性が脅か

される可能性があります。 これらのリスクを最⼩限に抑えるためには、CLIPでは常に最

新のセキュリ ティ対策を導⼊し、コミュニティとの連携を深めて情報共有を⾏うととも

に、定期的なセキュ リティ監査やペネトレーションテストを実施し、潜在的な脆弱性を

早期に発⾒・修正すること を実施していきます。
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各種リンク集

媒体 URL

会社HP https://www.clip-e.co/

X  clip_ jp_pr

X (Global) CLIP_Global

Telegram https://t.me/CLIP_Global

Discord  coming soon

公式サイト
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免責事項

各国政府は、貿易における決済⼿段としての暗号資産の規制制定に今も取り組んでいま

す。 地域商業における暗号資産の使⽤の普及に反対する政府は、暗号資産の使⽤を規制

された活動と⾒なす法律や規制を発⾏する可能性があります。 これにより、当社による

さらなる規制遵守がなければ、トークンの所有者は将来的にトークンを使⽤できなくな

る可能性があります。 プロジェクト、その関連会社、およびCLIPチームは、Clip token

の全体的なフレームワークとビジョンを理解しています。

暗号資産の交換業は複雑であり、厳しい資格要件が必要です。 開発者が、グローバルな

暗号資産を使⽤してサービスの⽀払いを可能にするシステムを正常に作成できるという

保証はありません。 ネットワークの確⽴に失敗すると、Clipプラットフォーム内の決済

通貨としてのトークンの流動性が低下します。

Clip Tokenは投資商品ではありません。 Clip Tokenは プラットフォーム内で特定の機能

を有し、アクセスして使⽤する⼿段となります。 Clip Tokenがなければ、⼀般の⼈々は

プラットフォームにアクセスできません。また、Clip Tokenの取得による将来の利益を

期待することはできません。 これらおよびその他の理由により、当社は、Clip Tokenの

販売は有価証券の公募には当たらないと考えています。しかし、トークン販売に対する

規制は常に変化しており、将来的には規制当局がトークン販売の規制範囲を拡⼤しよう

とする可能性も考えられます。 これにより、Clip Tokenの販売がさまざまな管轄区域で

の登録要件の対象となる可能性があります。Clip Token販売が登録要件の対象となった

場合、提案されているClip Token販売が無期限に遅延または延期される可能性がありま

す。

決済通貨の形式としてのトークンの使⽤には、地⽅所得、キャピタルゲイン、またはその

他の形式に関わる税⾦が課される場合と課されない場合があります。 税法におけるこの

トークン規制のリスク

CLIPプラットフォームの使⽤に伴うリスク

トークン販売に伴うリスク

課税リスク
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不確実性により、販売者と顧客は同様に、決済通貨としてのトークンの使⽤、および/ま

たはキャピタルゲインを⽬的としたトークンの取引に関連する予期せぬ将来の税⾦の影

響にさらされる可能性があります。

多くの管轄区域では、国境を越えた資本の流れに厳格な規制が課されています。 トーク

ン所有者は、いつでもこれらの規制および/またはかかる規制の恣意的な執⾏の対象とな

る可能性があります。 これにより、トークンを現地の管轄区域から海外の取引所に移送

することが違法⾏為となり、トークンのユーザーが政府の罰⾦やその他の規制上の制裁

にさらされる可能性があります。

多くの管轄区域では、テロ資⾦供与やマネーロンダリング活動と闘うための規制を制定

しています。 悪意のある者による暗号資産の使⽤は、そのような規制に違反する可能性

があります。トークンが不正に使⽤されると、CLIPプラットフォームの世界的な評判に

重⼤な影響を与える可能性があります。 そのようなイベントが発⽣した場合、これが

CFTおよびAML規制当局による精査のきっかけとなり、CLIPプラットフォームにおける

トークンの流通に重⼤な混乱を引き起こす可能性があります。

トークンが没収および/または盗難の対象となる可能性があります。 ハッカーやその他の

悪意のあるグループ・組織は、さまざまな⽅法でトークンに⼲渉しようとする可能性が

あります。マルウェア攻撃、コンセンサスベースの攻撃、シビル攻撃、スマーフィングお

よびスプーフィングが含まれますが、これらに限定されません。CLIPプラットフォーム

が採⽤するブロックチェーンに関連付けられたトークンには、望ましい機能・価値ある

機能がない可能性があります。 また、テクノロジーは変化していますそのため、CLIPプ

ラットフォームとトークンは時代遅れになる可能性があります。 暗号資産、ブロックチ

ェーン技術の規制状況は、多くの法域で不明確または不安定です。 政府当局がそのよう

な技術をどのように規制するか、あるいは規制するかどうかを予測するのは困難です。

同様に、政府当局がどのように、あるいはどのような影響を与えるのかを予測すること

は困難です。暗号資産、ブロックチェーン技術、およびそのアプリケーションに影響を

与える既存の法律、規制、規則を変更する場合があります。このような変更は、例え

ば、トークンが規制されている判断など、さまざまな⽅法でCLIPプラットフォームおよ

資本規制のリスク

CFT および AML規制

ブロックチェーンのリスク
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び/またはトークンに悪影響を与える可能性があります。法規制の変更に伴い登録が必要

な⾦融商品に該当する場合、当社はトークン配布を中⽌することがあります。プラット

フォームの開発が政府の措置により継続することが違法または商業的に望ましくない場

合には、管轄区域内での運営を中⽌することもあります。

当社の主な競合他社は、当社が利⽤できる資⾦よりも多くの資⾦⼒を持っているため、

⼈材を惹きつけて新しい事業を開始するのに有利な⽴場にある可能性があります。当社

が競争⼒を維持できるかどうかは、部分的には、新しく強化された製品またはサービス

を開発し、これらの製品またはサービスをタイムリーかつコスト効率の⾼い⽅法で導⼊

する能⼒にかかっています。 加えて、当社の競合他社による製品やサービスの導⼊や機

能強化、あるいは他のテクノロジーの使⽤により、当社の既存の製品やサービスの売上

減少や市場での受け⼊れの喪失が引き起こされる可能性があります。 当社が新しい製品

やサービスの選択、開発、マーケティング、または既存の製品やサービスの強化に成功

するという保証はありません。 これがうまくいかない場合は、当社の事業、財務状況、

業績に悪影響を与える可能性があります。 当社が事業を展開する業界は新しいものであ

り、法規制の変更により調査や精査の対象となる可能性があります。 政府当局が会社の

業務を調査したり、会社に対して執⾏措置を講じたりしないことを保証することはでき

ません。 これらすべてにより、当社は判決、和解、罰⾦または刑罰の対象となる可能性

があり、また当社の業務や活動の再構築、または特定の製品やサービスの提供の中⽌を

余儀なくされる可能性があり、当社の評判を傷つけたり、運営コストの増加につながる

可能性があります。 その結果、重⼤な悪影響を及ぼす可能性があります。

事業リスク
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